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1 はじめに

水田地帯では水系の水質汚濁物質濃度が代かき～移植

時に高くなることが指摘されており,特に閉鎖水系につ

ながる水田においては,水質汚濁物質の排出を抑制する
ことが重要である。水田から排出される懸濁物質(SS)

の起源は,①代かきによる懸濁,②幅水期間中の強風に
よる土壌粒子の巻き上げ,③水流による排水口周辺の表
層土壊の浸食などが考えられる。本研究では,強制落水
により水尻周辺土壌が侵食により水田外に排出される過

程について,大潟農場内の小規模の試験圃場を供試し,
上壊侵食の発生機構及び抑制方法についてモデル的に検

討したので報告する。

2 試験方法

(1)供試圃場

1992年以降,畑地管理を行つてきた大潟農場内圃場
(28× 24n,6.7a細粒質表層灰色グライ低地土,強粘
質)において,畦畔に 6イ ンチ規格のパーシヤルフリ
ューム (頸部寸法 152.塩mを 設置して,代かき,湛水,
落水を繰り返した。田面水は,パーシャルフリュームの
前面に幅 20センチの水門を設置し,水門を開放するこ
とにより排水した。試験は2003,2004年に行つた。

(2)F・B査方法

排水量はパーシャルフリュームの水位を 1分間隔で測

定することにより算出した。排水の流速は,流速計のプ
ロープが水門直前になるように設置して計測した。SS

濃度は,一定量の排水をガラス繊維減紙 (孔径 lμ■)
で濾過後,105℃で乾燥させ,回収される物質の重量か
ら計測した。代かき土壊硬度は,排水後に田面から 1■
の高さからゴルフボールを落下させ,ゴルフポールの貫
入深により示した。田面水位は,排水量を水田面積で除
して求めた。供試した人工芝(90× 60 Xl.8c■ )は網目構

造を持つプラスチック製の市販品であり,落水前にパー
シヤルフリュームの前に設置し,レンガを置いて固定し

た。

3 試験結果及び考察

(1)強制落水による水尻周辺土壊の侵食機構

代かき後湛水し,直ちに落水した場合、表層■J3が水
流による侵食をうけて排水と共に排出されることが認め

られた(写真 1)。 このとき,土壊侵食により溝が形成
され,侵食溝は水尻近くから次第に水田内へ発達した。
田面水位及び排水口における排水の流速は,落水開始後 ,
時間が経過するにつれて低下するが(図 1),水流によ
る土壌侵食は,排水の流速が最も高い落水開始直後から
始まるのではなく,ある程度水位が低くなつてから始ま
ることが観察された(図 2)。 このことは,土壊侵食が

単純に排水の流速で決まるのではなく,上壊表層の凹凸
などにより発生する舌L流が影響することを示している。

(2)水尻周辺土壌の保護による侵食の防止

次に,代かき直後に,水尻の土壌表面に人工芝を設置
して(写真 2),土壌表面を保護すると,落水により水
田外に排出される SS量を大幅に抑制できることが明ら
かとなつた(図 3,表 1)。 また,代かきをしない無代
かきにおいても,水田からの SS排出は認められなかっ

た(図 4)。 さらに,代かき後 ,湛水し翌日以降に落水
した場合にも,水田からの SS排出量は小さくなつた。
代かき後,すぐに落水しないことが,土壌侵食を防止す
る点からも水質汚濁物質の発生を抑制するために不可欠

と考えられた(表 1)。

写真 1 水流による水尻周辺土壊の侵食
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図 1 田面水位と流速の経時変イヒ
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図4 代かきしない場合の排水速度,排水中の
SS濃度および SS排出量の経時的変化

表 1 排水時の上壌侵食により発生するSS量
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図2 代かき後すぐに落水した時の排水速度 ,
排水中の SS濃度および SS排出量の経時的変化
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図3 水尻周辺に人工芝を設置した時の排水速度 ,
排水中のSS濃度およびSS排出量の経時的変化

人工芝 32     120     78    2.7     5.7    3.0
64     244     58    10.4    10.5    0.1

4 まとめ

今回のモデル試験では,水尻周辺の土壌表層が柔らか

い場合に強制落水を行うと,水流による土壊侵食が発生

することが確認された。水流による侵食は水位が低くな

つてから始まることが観察され,侵食が単純に排水の流

速で決まるのではなく,舌L流の発生による影響が大きい

と考えられた。さらに,侵食は排水口にごく近い土壊か

ら始まり,侵食溝が次第に水田内に発達することが観察

された。無代かき,代かき後数日放置,水尻に人工芝を

設置するなど,排水口周辺からの土壊侵食を防ぐ措置を

講じることで,水流による土壊侵食を抑制することが可

能であつた。
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写真 2 排水口周りを人工芝で保護し侵食を防止する
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